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論文の内容の要旨

　クリロフ部分空聞法は，大型疎行列を係数行列とする連立一次方程式に対して有効な方法であり，広く用いら

れている。対称正定値行列に対するCG法もこの方法の一種である。CG法に関しては前処理法も含めてすでに

多くの研究がなされている。しかし，非対称行列に対しては未だ決定的な方法はなく，B1CG法を基にしたいく

つかの改良法が提案されているのが現状である。

　本論文では，CGS法，BiCGSTAB法など加速多項式を用いた積型解法と呼ばれる解法に属する2つの方法，

MCGS法とMCGS2法を提案している。これらの方法は代表的な積型解法であるCGS法より収東が速いことを

証明し，数値例によって収東のしかたが滑らかであることを示した。

審査の結果の要旨

本論文で提案した方法は，従来の方法に比べて格段に優れているとは言い難い。しかしラ加速多項式の選び方

を更に工夫し，並列化によって計算時聞を短縮することによって，より優れた方法を作ることが期待できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一246一


